
１．雪による人的被害の状況

雪の多い岩見沢での冬の暮らしには除雪が欠かせませんが、除
雪作業は一歩間違えると、とても危険なものとなります。
必要な安全対策を行い十分に注意したうえで、家族や地域の方
と協力して無理のない除雪作業を行いましょう。

雪がたくさん降れば降るほ
ど、雪による人的被害は多く
なります。
岩見沢市においては、最大
積雪深が観測史上2番目
（205cm）となった令和2年
度に、合計で54人の方が被
害にあわれています。
被害の約9割は除雪作業中
に起こっていることから、作
業にあたっては細心の注意
を払いましょう。

■市内の雪による人的被害件数（令和2年度）

54件 （うち死亡事故6件）

雪下ろし
32件（59%）

落雪
10件（19%）

その他
8件（15%）

除雪機
4件（7%）

【被害の要因】 【除雪作業中の被害の比率】

除雪作業中の被害
49件（91%）

その他
5件（9%）



２．安全な除雪を心がけましょう

大雪や暴風雪など悪天候のときは、無理をせず
に除雪作業を控えましょう。
また、気温が高い日には、落雪が起こりやすいの
で、注意しながら作業しましょう。

悪天候のときは無理をしない

除雪作業中は、周りにも十分注意

除雪道具は、凶器になることも

自分が注意していても、冬の屋外の作業には危険がいっぱいあります。
目の前だけでなく、周りに十分注意しながら作業をしましょう。

【家庭用除雪機での作業の注意点】
★服が除雪機に巻き込まれないように注意しましょう。
★除雪機の点検、雪詰まりを取り除く場合、除雪機から離れ
るときは必ずエンジンを止めましょう。

★雪詰まりを取り除くときは雪かき棒を使用しましょう。

スコップなどの除雪道具は一歩間違えると凶器にもなります。周りに人がいな
いか注意して使いましょう。
特に、家庭用除雪機を使用するときは、次の点に注意しましょう。

★足元に注意 ★自動車に注意 ★落雪に注意

【除雪作業をするときの注意点】

寒い屋外での除雪作業は重労働です。疲労が溜まると、周りに気を配ることが
できなくなります。
休息や水分を十分とって、無理のない除雪作業を心がけましょう。



３．屋根の雪下ろし作業の注意点

あああ

★屋根の上に登る方は、必ず「ヘルメット」を
かぶりましょう。「安全帯（ハーネス）」「命綱
（金具付ロープ）」も装着して作業しましょう。

★一人で作業しないで、必ず複数
人で作業しましょう。

※屋根の上に登らず、下から作業
を確認する人が必要です。

命綱（金具付ロープ）安全帯（ハーネス）ヘルメット

■「雪下ろし安全装備」の無料貸出し

屋根の雪下ろし作業は命に関わる事故につながりやすい危険な作業です。必要な
装備を準備したうえで、慎重に作業しましょう。
ご自身で行うことが困難な場合や必要な安全対策をとることができない場合は、
無理をしないで、専門業者や親戚・知人に頼みましょう。

【その他、屋根の雪下ろし作業の注意点】
★体調の悪いときは無理しないようにしましょう。
★新雪や晴れの日は、雪が緩みやすいので注意しましょう。

★車庫や物置などの低い屋根でも油断せずに注意して作業しましょう。

★滑りにくくするために、屋根の上には雪を少し残し、軒先には立たないようにし

ましょう。

市では、屋根の雪下ろし作業中の事故を防ぐため、安全装備の貸
出しを無料で行っています。

貸出用具：ヘルメット、安全帯、命綱（金具付ロープ）
貸出対象：岩見沢市内で使用する方

（※営利活動には使用できません。）
貸出期間：原則、３日間
受付日時：土日、祝日、年末年始を除く、８時４５分～１７時３０分
申込場所：市役所防災対策室、北村支所、栗沢支所、

幌向サービスセンター
※申し込み時は身分証明書を持参してください。



4. 空き家の適切な管理

空き家からの落雪や空き家の倒壊が原因で隣家や通行人などに損害を与えた
場合の責任は所有者が負うこととなります。空き家を所有する方は、事故を起こ
さないよう定期的な雪下ろしなど適切な管理をしましょう。

積雪当初は軽い雪でも、時間の経過とともに固く締まり、重みも増し、建物の倒
壊・破損等の危険がありますので、速やかな雪下ろしを心掛けましょう。

★降雪期前に屋根の状態を確認しましょう。

★建物が破損している場合は、補修又は解体しましょう。

★降雪状況に応じて確認し、速やかな雪下ろしを心掛けましょう。

★屋根の雪下ろしをする際はヘルメットをかぶり、安全帯（ハーネス）・命綱（金具
付ロープ）を装着して作業しましょう。

空き家からの落雪、空き家の倒壊

★通行人や通行車両などに損害を与える

★道路をふさぐ

★隣家に損害を与える

倒壊した空き家

■落雪や倒壊を防ぐため速やかな雪下ろしを心掛けましょう

落雪による通行止めの様子
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